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自作教具の活用事例

【作品名】 【学校名】
〔ツ〕のつくビンゴゲーム（置換音指導用） 日立市立櫛形小学校

【活用できる領域・教科等】 【制作者名】
構音指導・平仮名読み・語彙の拡充 中野 美千代

ルールの理解

【制作の意図】 【使用の方法】
〔ツ〕音が単音で（その音だけで）正 ビンゴ台紙を２ﾊﾟﾀｰﾝ作ったので、２人

しく発音できるようになった児童は、単 が適当であるが、台紙のﾊﾟﾀｰﾝを増やせば、
語レベルでの練習に入る。その段階で、 ３～４人でも可能である。
「楽しく、ゲーム感覚ででき、自然に発
音練習になる」教材として作製した。

【制作上の工夫】 【見取り図】絵札
絵札は、イラストの下にひらがな表記 裏にして並べ、交代でめくる。

を付け児童が「これは何の絵だろう」と
迷わないで発音に集中できるようにした。

2 人で行う場合を想定したので、台紙
は A パターンと B パターンを作り、単語
の配置を変えた。また、絵札には、台紙
に載っていない単語も入っているので、
単語を見つけようとする集中力も養うこ
とができる。
絵札は裏返しにして机に並べて置くの 〔めくると出てくる絵札〕

で、裏に色画用紙を貼り文字が透けて見
えないようにした。

【写真 】ビンゴ台紙（A タイプと B タイプ）

【使用効果と応用発展】
児童は、どの単語が出てくるか夢中に

なった。また、めくった単語を児童が発
【材料・材質・部品等】 音するのをよく聴き、課題音が単語の中

A4版程度の紙に印刷 で正しく発音できているか評価すること
絵札の裏に貼る色画用紙 ができた。
児童の課題音に合わせて単語を選ぶ。


